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情報公開文書 
 

 

1. 研究の名称  

  研究倫理的指摘事項になり得る単語ベクトルの網羅的解析 

 

2. 倫理審査と許可 

京都大学大学院医学研究科・医学部及び医学部附属病院 医の倫理委員会の審査を受け、研究機関の

長の許可を受けて実施しています。  

 

3. 研究機関の名称・研究責任者の氏名  

   京都大学医学部附属病院 倫理支援部 森 拓也 

 

4. 研究の目的・意義  

本研究の目的は、過去の研究計画書において、倫理指摘事項が生じ得る単語ベクトルの特徴量を分析

し、計画書毎の個別の倫理的指摘事項の分析を行い、倫理審査の視点を学習する深層学習システムの開

発をすることです。 

本研究の意義は、まず研究独特の固有表現における自然言語処理は未だ世界的に未開発であり、日本

の倫理審査関連法規に関するコーパスの作成は、自然言語処理の技術開発の意義があります。また本質

的な意義としては、倫理審査の視点を学習する深層学習システムは、全国の研究倫理審査の質の向上が

図れるツールとなることで、現状の研究倫理教育や、間接的に研究対象者の保護に貢献する可能性があ

ります。 

 

5. 研究実施期間  

  機関の長の実施許可日～2029 年 3 月 31 日 

 

6. 対象となる情報の取得期間 

2016 年 11 月 30 日から 2023 年 1 月 31 日の間に、京都大学大学院医学研究科・医学部及び医学部附属

病院 医の倫理委員会（臨床研究等総合管理システム）に申請された計画書、説明文書とその審査の過程、

審査結果におけるテキスト情報を対象とします。 

 

7. 試料・情報の利用目的・利用方法  

各研究計画書、説明文書のテキストは、ランダムに利用し、収集した計画書を研究用語用コーパスの 

  作成に利用します。計画書・説明文書については、個人情報を削除した上で、秘密保持契約を交わした 

  株式会社アイアール・アルト社へ本研究開発の業務委託の上で共同利用します。 

 

8. 利用または提供する試料・情報の項目 

  研究計画書・説明文書・審査過程のテキスト情報 

 

9. 利用または提供を開始する予定日 

  本研究の倫理審査が承認を受け、機関の長の実施許可が下りた日以降を予定します。 

 

10. 当該研究を実施する全ての共同研究機関の名称および研究責任者の職名・氏名  

  本研究に共同研究機関はありません。 

 

11. 試料・情報の管理について責任を有する者の氏名または名称  

  京都大学医学部附属病院 倫理支援部 森 拓也 

 

12. 研究対象者またはその代理人の求めに応じて、研究対象者が識別される試料・情報の利用または他の研

究機関への提供を停止すること及びその方法  

ご自身の情報を研究に利用されたくない方は、連絡先までその旨お知らせ頂ければ、解析対象から削 

除します。 
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13. 他の研究対象者等の個人情報および知的財産の保護等に支障がない範囲内での研究に関する資料の入

手・閲覧する方法 

  下の 15 の項目に示します、研究課題ごとの相談窓口（森拓也）の連絡先へご連絡ください。 

 

14. 研究資金・利益相反  

1） 研究資金の種類および提供者 

   公益財団法人ひと・健康・未来研究財団, 2023 年度研究助成『研究から「ひとの人権・福祉」を

守るための試み ~ 研究から自分の身を守るためのチェックシートの開発~研究代表者：森拓也 

日本学術振興会 科学研究費助成事業 若手研究 「研究計画書における倫理的指摘事項の網羅的 

解析と倫理審査視点の分析」研究代表者；森 拓也 

 

2） 提供者と研究者との関係 

資金提供者は、研究の企画、運営、解析、論文執筆に関与しません。 

3） 利益相反 

利益相反について、京都大学利益相反ポリシー、京都大学利益相反マネジメント規程に従い、京

都大学臨床研究利益相反審査委員会において適切に管理されています。 

 

15. 研究対象者およびその関係者からの求めや相談等への対応方法  

1） 研究課題ごとの相談窓口 

京都大学医学部附属病院 倫理支援部 森 拓也 

（Tel）075-753-9443 （E-mail） mori.takuya.7y@kyoto-u.ac.jp 

 

2） 京都大学の相談等窓口 

京都大学医学部附属病院 臨床研究相談窓口 

（Tel）075-751-4748 （E-mail）ctsodan@kuhp.kyoto-u.ac.jp 

 


